
　

瀬
戸
内
市
教
育
委
員
長
に
水
野

勝
紀
氏
（
56
歳・邑
久
町
上
笠
加
）

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
長
は
、
５
人
の
教
育

委
員
の
中
か
ら
選
挙
で
選
ば
れ
、

教
育
委
員
会
の
会
議
の
取
り
ま
と

め
を
行
い
、
教
育
委
員
会
を
代
表

し
ま
す
。

　

任
期
は
平
成
23
年
12
月
25
日
か

ら
平
成
24
年
12
月
24
日
ま
で
の
１

年
間
で
す
。

　

水
野
氏
は
開
業
医
で
平
成
2
年

に
邑
久
町
上
笠
加
に
開
院
し
、
平

成
４
年
か
ら
市
内
小
学
校
の
校
医

や
幼
稚
園
・
保
育
園
の
園
医
、
平

成
20
年
12
月
か
ら
教
育
委
員
、
平

成
22
年
12
月
か
ら
教
育
委
員
長
職

務
代
理
者
を
務
め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
と
し
て
入
江

明
美
氏
の
退
任
に
と
も
な
い
林
修

氏
（
52
歳
・
邑
久
町
豊
原
）
が
新

た
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
23
年
12
月
25
日
か

ら
平
成
27
年
12
月
24
日
ま
で
の
４

年
間
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
学
務
課　
　

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
４
０

 

３
月
末
ま
で
に

 

廃
車
手
続
き

　

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月

末
日
で
す
が
、
軽
自
動
車
税
は
、

４
月
１
日
の
所
有
者
（
使
用
者
）

に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
使
用
し
て
い
な
い
車
両

を
所
有
し
て
い
る
人
は
、
上
表
に

よ
り
３
月
末
ま
で
に
廃
車
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　
　

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
４

 

ご
利
用
く
だ
さ
い

 

市
税
の
口
座
振
替

　

市
税
の
納
付
に
は
、
便
利
で
確

実
な
口
座
振
替
（
自
動
払
込
）
制

度
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

納
期
ご
と
に
金
融
機
関
な
ど
へ

出
向
か
な
く
て
も
、
自
動
的
に
預

貯
金
か
ら
納
税
で
き
ま
す
。
忙
し

い
人
、
留
守
が
ち
の
人
に
は
特
に

便
利
で
す
。

　

市
税
の
口
座
振
替
を
４
月
納
期

分
（
５
月
１
日
納
期
限
）
か
ら
希

望
す
る
人
や
、
今
ま
で
と
は
別
の

口
座
か
ら
の
引
き
落
と
し
を
希
望

す
る
人
は
、
税
務
課
、
各
支
所
・

出
張
所
、
市
内
の
金
融
機
関
の
い

ず
れ
か
の
窓
口
で
、
早
め
に
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
口
座
番

車種 手続き場所・問い合わせ先 手続きに必要なもの
軽自動車（乗用・貨物） 軽自動車検査協会岡山事務所

岡山市北区久米１７７-３
☎０８６-２４５ - ３６００

印鑑、検査証、住民票、ナンバープレート（廃
車時）など
※手続き内容により必要なものが異なりますので、
　事前に問い合わせ先へ確認することをお勧め
　します。

軽二輪、自動二輪（125cc
を超える二輪車）

中国運輸局岡山運輸支局
岡山市中区藤原２４-１
☎０５０-５５４０ - ２０７２

原動機付自転車（125cc
以下の二輪車）、小型特
殊自動車（農耕用・そ
の他）

税務課　　　☎０８６９-２２-１１１４
牛窓支所　　☎０８６９-３４-３４３１
長船支所　　☎０８６９-２６-２００１
裳掛出張所　☎０８６９-２５-０００４

・名義変更（市内同士の場合）
　印鑑、譲渡証明書または名義変更届、標識交付証明書
・廃車
　印鑑、ナンバープレート、標識交付証明書

車種別廃車手続き場所

 

教
育
委
員
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た

 

開
業
医
の
水
野
勝
紀
氏

水野勝紀教育委員長

号
を
確
認
で
き
る
も
の
と
通
帳
印

を
持
参
の
上
、
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※
３
月
22
日
（
木
）
税
務
課
到
着

　

分
ま
で
間
に
合
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　
　

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
４

  

募
集
し
ま
す

 

市
営
住
宅
入
居
者　

　　

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
団
地

　
（
団
地
名
、
所
在
地
、
構
造
）

　

　

福
元
団
地

　

邑
久
町
福
元
７
４
７

　

簡
耐
平
屋
建

▽
規
格　

３
D
K

▽
戸
数　

１
戸

▽
家
賃　

収
入
に
よ
り
決
定

▽
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▽
入
居
日　

４
月
２
日
（
月
）

▽
申
込
受
付
期
間

　

３
月
１
日
（
木
）
〜
15
日
（
木
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

建
設
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
６
４
９

　

国
民
年
金
の
加
入
種
別
は
、
次

の
３
種
類
に
分
か
れ
て
お
り
、
届

出
は
加
入
時
だ
け
で
な
く
、
種
別

が
変
わ
っ
た
と
き
に
も
必
要
で
す
。

　

種
別
変
更
の
届
出
を
忘
れ
る
と
、

年
金
が
受
け
取
れ
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

届
出
は
、
必
要
書
類
を
添
え
て
、

そ
の
都
度
忘
れ
ず
に
行
う
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

▽
加
入
種
別

　

・
第
１
号
被
保
険
者

　

自
営
業
の
人
や
農
業
・
漁
業
を

営
ん
で
い
る
人
と
そ
の
配
偶
者
、

20
歳
以
上
の
学
生
、
フ
リ
ー
タ
ー

な
ど
が
対
象
。
加
入
や
種
別
変
更

の
届
出
を
市
民
課
、
各
支
所
、
出

張
所
窓
口
で
行
い
ま
す
。

　

・
第
２
号
被
保
険
者

　

会
社
や
官
公
庁
に
勤
め
て
い
る

人
（
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加

入
し
て
い
る
人
）が
対
象
。
届
出
は
、

会
社
や
官
公
庁
が
行
い
ま
す
。

　

・
第
３
号
被
保
険
者

　

国
民
年
金
の
第
２
号
被
保
険
者

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
が
対

象
。
届
出
は
、
第
２
号
被
保
険
者

の
勤
務
先
を
通
じ
て
行
い
ま
す
。

▽
種
別
変
更
と
な
る
事
例

①
第
２
号
被
保
険
者
が
会
社
な
ど

　

を
退
職
し
た
場
合

↓
第
１
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
扶
養
さ
れ
て
い
た
第
３

号
被
保
険
者
も
第
１
号
被
保
険
者

に
な
り
ま
す
。

②
第
１
号
被
保
険
者
ま
た
は
第
３

　

号
被
保
険
者
が
就
職
し
た
場
合

↓
厚
生
年
金
な
ど
に
加
入
す
る
と

第
２
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

③
会
社
な
ど
を
退
職
し
て
厚
生
年

　

金
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
人
の

　

被
扶
養
配
偶
者
に
な
る
場
合

↓
第
３
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

　

岡
山
東
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

　

☎
０
８
６-

２
７
０-

７
９
２
８

　

わ
が
国
で
は
、
す
べ
て
の
人
が

何
ら
か
の
医
療
保
険
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入

し
て
い
な
い
人
は
、
市
区
町
村
の

運
営
す
る
国
民
健
康
保
険
に
加
入

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
届
出
が
必
要
で
す

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
・
脱
退

す
る
理
由
が
生
じ
て
か
ら
14
日
以

内
に
自
分
自
身
や
世
帯
主
ま
た
は

代
理
人
に
よ
る
届
出
が
必
要
で
す

（
左
上
表
参
照
）。
自
動
的
に
切
り

替
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
満
75
歳
に
な
る
人
は
、
誕
生
日

　

か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

　

加
入
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
手

　

続
き
は
不
要
で
す
。

※
代
理
人
に
よ
る
届
出
は
、
委
任

　

状（
様
式
任
意
）が
必
要
で
す
。

▽
加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と

　

以
前
加
入
し
て
い
た
健
康
保
険

を
脱
退
し
た
時
点
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
、
保
険
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

▽
脱
退
の
届
出
が
遅
れ
る
と

　

保
険
税
が
他
の
健
康
保
険
料
と

重
複
し
て
請
求
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
他
の
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
の
に
国
民
健
康
保
険
証

を
使
っ
て
医
療
機
関
を
受
診
し
た

際
の
医
療
費
を
、
全
額
返
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

 

国
民
健
康
保
険
加
入
・
脱
退
の
際
は
届
出
を

 

窓
口
で
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う

こんなとき 手続きに必要なもの

加
入
す
る
と
き

職場の健康保険を脱退したとき 印鑑・職場の健康保険を脱退した証明書
職場の健康保険の被扶養者から外れたとき 印鑑・健康保険の扶養が喪失した証明書
他の市区町村から転入したとき 印鑑・他の市区町村の転出証明書
子どもが生まれたとき 印鑑・母子健康手帳・保険証
生活保護を受けなくなったとき 印鑑・保護廃止決定通知書
外国人が加入するとき 外国人登録証明書

脱
退
す
る
と
き

職場の健康保険に加入したとき 印鑑・国保と職場の健康保険の両方の保
険証（後者が未交付のときは加入を証明
するもの）職場の健康保険の被扶養者になったとき

他の市区町村に転出するとき 印鑑・保険証
国保の被保険者が死亡したとき 印鑑・保険証・死亡を証明するもの
生活保護を受けるようになったとき 印鑑・保険証・保護開始決定通知書
外国人が脱退するとき 保険証・外国人登録証明書

そ
の
他

退職者医療制度の対象になったとき 印鑑・保険証・年金証書
市内で住所が変わったとき

印鑑・保険証世帯主や氏名が変わったとき
世帯を分けたり、一緒にしたとき
就学のため、別に住所を定めるとき 印鑑・保険証・在学証明書
保険証をなくしたとき 印鑑・本人であることを証明するもの
交通事故で治療を受けたとき 印鑑・保険証・事故証明書（写）

生
活
と
環
境

安
全
通
信

み
ん
な
の
広
場

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ



ジャンボタニシ成貝（約７㌢）

 

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
防
除

　

こ
の
貝
は
柔
ら
か
い
草
を
好
む

た
め
、
田
植
え
直
後
の
苗
が
被
害

に
遭
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

田
植
え
時
期
を
迎
え
る
前
に
、

田
ん
ぼ
へ
水
を
引
き
入
れ
る
取
水

口
に
ネ
ッ
ト
や
網
（
５
㍉
以
下
の

網
目
が
望
ま
し
い
）を
付
け
た
り
、

あ
ぜ
を
高
く
す
る
な
ど
し
て
、
貝

の
侵
入
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
見
つ
け
た
貝
は
そ
の
都

度
捕
殺（
素
手
で
触
ら
な
い
）し
、

卵
は
早
期
に
水
中
に
払
い
落
と
す

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

貝
や
卵
の
駆
除
は
、
地
域
で
行

う
川
（
用
排
水
路
）
掃
除
の
と
き

な
ど
に
行
う
と
広
範
囲
に
駆
除
で

き
て
効
果
的
で
す
。

　

■
問
い
合
わ
せ
先

　

水
田
の
イ
ネ
や
水
路
壁
な
ど
に

濃
い
ピ
ン
ク
色
を
し
た
物
体
が
付

着
し
て
い
る
光
景
を
目
に
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

こ
れ
は
、ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ（
ス

ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
）
の
卵
で
、
異

様
に
目
立
つ
毒
々
し
い
色
は
、
捕

食
者
へ
の
警
戒
色
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　本紙８月号に折り込んで実施した広聴広報事業に
ついてのアンケートの結果（一部）を、広報紙に対
する自由意見を中心にお知らせします。なおご意見
については、原文のまま掲載しています。
　今後、集計結果や頂いた意見を業務改善につなげ
るよう努めてまいります。
　なおアンケートの結果については、市ホームペー
ジで公表しています。
（HP：http://www.city.setouchi.lg.jp/data/h23kouhou.html）

【充実してほしい記事や扱ってほしい事柄】
　・「人」のページ。がんばっている人を特集。瀬戸
　内市出身で羽たいた人も。（35 歳、女性）
　・地元野菜の特集。新規就農者のインタビューな
　ど。（21 歳、女性）
　　・市政に対する市民の声（要望や提言等）を載せる
　コーナーを設けて欲しい。現在の広報誌の姿は、
　行政側からの一方通行の色彩が強い。そろそろ市
　民とともに作り上げる広報誌を目指す時期にきて
　いるのではないだろうか。（69歳、男性）

　【読みやすく、役に立つ広報紙とするための改善】
　・内容がわかりにくい。もっとわかりやすい表現を。
　（33 歳、男性）
　・少し字大きく・写真カラーに。（67 歳、男性）
　・目次を作る（みだし）。（70 歳、男性）
　・カタカナ英語ばかりでなく、日本語でおねがいし
　ます。（86 歳、女性）

　【その他自由記述】
　・綴じ穴があった方が良い。（80 歳、男性）
　・インターネットがないので広報が届かないと困り
　ます。広報は続けて下さい。（40 歳、女性）
　・費用の掛からない広報をお願いします。（61 歳、
　男性）

広聴広報事業についてのアンケート結果

  

平
穏
な
生
活
を
取
り
戻
す
た
め

 

犯
罪
被
害
者
な
ど
へ
の
支
援　

　　

犯
罪
の
被
害
者
と
な
っ
た
人
や

そ
の
家
族
、遺
族
な
ど
は
、生
命
、

身
体
、
財
産
上
の
直
接
的
な
被
害

だ
け
で
は
な
く
、
精
神
的
被
害
な

ど
の
「
二
次
的
被
害
」
に
苦
し
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

犯
罪
被
害
者
な
ど
の
生
活
の
安

定
や
精
神
的
被
害
の
軽
減
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
１
月
１
日

か
ら
支
援
の
基
本
理
念
や
施
策
に

つ
い
て
の
条
例
と
、
支
援
金
に
関

す
る
条
例
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

犯
罪
被
害
者
な
ど
は
申
請
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
支
援
金
を
受
給

で
き
ま
す
。

　

・
犯
罪
に
よ
り
死
亡
し
た
被
害
者

　

の
配
偶
者
や
子
に
、
遺
族
支
援

　

金
と
し
て　

30
万
円

　

・
犯
罪
に
よ
り
傷
害
を
受
け
た
被

　

害
者
に
、
傷
害
の
程
度
に
よ
り

　

傷
害
支
援
金
と
し
て

　
５
万
円
（
全
治
２
週
間
以
上
１

　

カ
月
未
満
）

　

10
万
円
（
全
治
１
カ
月
以
上
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　

人
権
啓
発
室

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
２
２

　

対
象
者
の
要
件
な
ど
は
左
表
の

と
お
り
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
を
利
用
し
た
い

人
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先

　

子
育
て
支
援
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
７

　

平
成
23
年
10
月
１
日
に
、「
平

成
23
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当

の
支
給
等
に
関
す
る
特
別
措
置

法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
子
ど
も
手
当
を
受
け

取
っ
て
い
た
人
も
含
め
、
中
学
校

卒
業
前
の
子
ど
も
を
養
育
す
る
全

て
の
人
は
、手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

平
成
23
年
11
月
に
子
育
て
支

援
課
か
ら
発
送
し
た
「
子
ど
も

手
当
認
定
請
求
書
」（
黄
色
い
用

紙
）
を
ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
人

は
、
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
提
出
し
な
い
場
合
は
、
子

ど
も
手
当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
公

務
員
の
人
は
職
場
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者

　

０
歳
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
の

子
ど
も
（
15
歳
に
達
す
る
日
以
後

の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
に
あ
る

人
）
を
養
育
し
て
い
る
人

※
父
母
の
場
合
、
生
計
を
維
持
す

　

る
程
度
の
高
い
人

▽
請
求
期
限　

３
月
31
日
（
土
）

※
窓
口
で
の
受
付
は
、
月
〜
金
曜

　

日
（
祝
日
を
除
く
）
の
午
前
８

　

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま

　

で
で
す
。

※
郵
送
で
の
受
付
は
、
書
類
が
到

　
達
し
た
日
が
提
出
日
と
な
り
ま
す
。

※
期
限
ま
で
に
請
求
す
れ
ば
、
さ

　

か
の
ぼ
っ
て
平
成
23
年
10
月
分

　

か
ら
受
給
で
き
ま
す
。

※
４
月
１
日
以
降
に
申
請
し
た
場

　

合
、
申
請
を
受
け
付
け
た
月
の

　

翌
月
か
ら
の
支
給
と
な
り
、
さ

　
か
の
ぼ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

・
認
定
請
求
書
（
窓
口
に
あ
り
ま
す
）

　

・
印
鑑

　

・
請
求
者
名
義
の
支
払
希
望
口
座

　

が
分
か
る
通
帳
な
ど

　

・
請
求
者
本
人
の
健
康
保
険
証
の
写
し

※
こ
れ
ら
以
外
の
書
類
の
提
出
を

　
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
請
求
先

　

子
育
て
支
援
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
７      

 

母
子
家
庭
の
自
立
を
支
援

 

技
能
や
資
格
の
取
得
支
援
制
度

　

市
で
は
、
市
内
に
住
む
母
子
家

庭
の
母
親
の
主
体
的
な
能
力
開
発

を
支
援
す
る
た
め
に
「
母
子
家
庭

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
」
と

「
母
子
家
庭
高
等
技
能
訓
練
促
進

費
」の
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

仕
事
に
役
立
つ
技
能
や
資
格
の

取
得
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

母子家庭自立支援教育訓練給付金・母子家庭高等技能訓練促進費

制度名 母子家庭
自立支援教育訓練給付金

母子家庭
高等技能訓練促進費

対象者の
要件

①市内在住の母子家庭の母
②児童扶養手当を受給または同様
　の所得水準にあること
③雇用保険法による教育訓練給付
　の受給資格を有していないこと
④教育訓練講座の受講が適職に就
　くために必要であると認められ
　ること

①市内在住の母子家庭の母
②児童扶養手当を受給または同様
　の所得水準にあること
③養成機関で２年以上のカリキュ
　ラムを修業し、対象資格の取得
　が見込まれること
④就業または育児と修業の両立が
　困難と認められること

対象講座
対象資格

雇用保険制度の教育訓練給付の指
定教育訓練講座など
（HP：http://www.kyufu.javada.or.jp/）

①看護師　②介護福祉士
③保育士　④理学療法士
⑤作業療法士　など

給付額
受講に要した費用の２割
※上限は 10 万円で、４千円以下
　の場合は支給されません。

　・市町村民税非課税世帯
　月額 100,000 円
　・市町村民税課税世帯
　月額 70,500 円
※平成 24 年度に修業を開始した
　場合、修業期間の全期間（上限
　３年）において申請日の属する
　月分から支給します。
※４年間修業する場合の４年目は、
　母子福祉資金の生活資金の貸付
　が可能です。

 
子
ど
も
手
当
の
手
続
き
は
済
ま
せ
ま
し
た
か

 

期
限
ま
で
に
請
求
書
の
提
出
を

　

産
業
振
興
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
３
４

募
集
し
ま
す

 

自
衛
官
幹
部
候
補
生
な
ど　

　

防
衛
省
で
は
、
平
成
24
年
度
各

種
自
衛
官
な
ど
の
募
集
を
次
の
と

お
り
行
っ
て
い
ま
す
。

　

※
受
験
に
関
す
る
詳
細
は
、
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

防
衛
省
備
前
岡
山
地
域
事
務
所

　

☎
０
８
６-

２
２
４-

２
８
２
４

　

HPhttp://www.mod.go.jp/pco/okayama/
自衛官試験受験資格および日程

受験種目 対象者 受付期限 試験日

幹部
候補生

一般・
技術

20 歳以上 26 歳未満の人（22 歳未満は大卒の人）※
（修士取得者は 28 歳未満の人） ４月27日（金）５月 12 日（土）、13 日（日）※ 13 日は飛行要員希望者のみ

歯科・
薬剤

【歯科】20 歳以上 30 歳未満かつ専門の大卒の人 ※
４月27日（金）５月 12 日（土）【薬剤】20 歳以上 26 歳未満かつ専門の大卒の人 ※

（薬剤修士取得者は 28 歳未満の人）

予備自
衛官補

一般 18歳以上 34 歳未満の人
４月４日（水） ４月 14 日（土）から 16 日（月）までの指定する日技能 18 歳以上で保有する技能に応じ 53 ～ 55 歳未満の人

※大学卒業見込みの人や外国における学校を卒業した人で大学卒業に相当すると認められる人などを含む

生
活
と
環
境

安
全
通
信

み
ん
な
の
広
場

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ
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「文化財防火デー」の1月 26日、国・県・市指定重要
文化財の建造物がある本蓮寺（牛窓町牛窓）で消防訓練
を実施しました。寺の関係者、地域の消防団員らも参加
し、近隣の山林で出火し本蓮寺番神堂へ類焼する危険が
生じたとの想定で、通報、消火器による初期消火、重要
品の持出、消火活動などの訓練を行いました。

今
月月
のの表

紙
表
紙

※ＨＰにカラー版あり※ＨＰにカラー版あり

　２月３日、牛窓町公民館で、瀬戸内市認知症講

演会を開催しました。市内の愛育委員、民生委員

など約 170 人が参加し、認知症について知識と

理解を深めました。

　「認知症になっても安心して暮らせるまちをつ

くる」と題した講演では、講師の妻井令三氏が自

らの家族を介護した経験、認知症当事者や支援者

の声を紹介し、「認知症の人も尊厳をもった一人

の人間。失敗しても叱らずに、残っている能力を

生かして、本人ができることはさせる。ひとりぼ

っちにせず、話しかけてコミュニケーションをと

り、自然体で接してほしい。」などと述べました。

   認知症と共に生きる認知症と共に生きる

当事者から話を聞いた事例紹介（左上）／  ユーモアを交えて語る講師の妻井氏（写真右端）（右下）

瀬戸内市認知症講演会

　１月 29 日、邑久町漁業協同組合の主催で、邑

久町漁協かきまつりが同組合市場（邑久町虫明）

で開かれました。

　市内外から大勢の人が会場を訪れ、当日早朝に

水揚げされた新鮮な殻付きカキやむき身カキなど

を買い求めようと、長蛇の列を作りました。

　裳掛小学校５、６年生の児童が総合学習の一環

で養殖作業などを手伝ったカキも販売され、売場

は児童の威勢のいい声に誘われたお客さんでにぎ

わいました。また、地域おこし協力隊も参加し、

瀬戸内市産レモンの果汁で味を整えたカキのクリ

ームシチューを販売しました。

  「 「カキ尽くし」の一日を満喫カキ尽くし」の一日を満喫 邑久町漁協のかきまつり邑久町漁協のかきまつり

　１月 15 日、春日神社（牛窓町長浜）で、今年

の稲作・畑作の豊作不作を占う筒
つつがゆ

粥神事「ト
ぼくさい

祭」（市

重要無形民俗文化財）が行われました。

　大釜に米を入れ、大豆と小豆を少し入れて粥を

炊きます。粥を炊くときに早
わ せ

稲、中
なかて

生、晩
おくて

生と書

いた竹筒も一緒に入れ、それぞれの筒に入った粥

の量が多ければ、竹筒に書かれた時期が豊作であ

るとされています。

　一年の豊作を願う祈年祭が行われたあと、田村

典彦宮司が炊き上げた粥の中から竹筒を取り出

し、開いて筒の中を確かめ、「早稲と晩生はまず

まず、中生が豊作。畑は晩生が良い」と述べました。

    豊作・不作を占う伝統行事豊作・不作を占う伝統行事 春日神社の卜祭

ま
ち
の
話
題
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辞令を受ける新入団員（左上）／ 市内各地区から参加した約 500 人の消防団員ら（右下）

　１月 15 日、中央公民館で、瀬戸内市消防出初

式を行いました。新年を迎え、消防団員など約

500 人の参加者は災害に対する心構えを新たにし

ていました。

　式典では、新入団員に辞令を交付し、消防活動

により功績のあった消防団員などに対し、表彰状

を授与しました。福池幹夫消防団長が「いかなる

災害にも対応すべく消防団員としての意識の高揚

に努め、防火体制のさらなる充実強化を図り、引

き続き地域住民の安全・安心の確保のため精進し

ます」とあいさつ。最後は、瀬戸内市消防の発展

を願い万歳三唱を行い式典を終了しました。

    災害への心構えを新たに災害への心構えを新たに 瀬戸内市消防出初式

　1月 24 日、市内の小中学校で給食試食会を行

いました。桑原真琴副市長、山﨑宗則教育長、湯

浅薫男地域おこし協力隊長、市議会議員らが児童・

生徒と一緒に、給食を食べ、学校給食の意義や役

割について理解を深めました。

　市の特産品を使った献立は、児童・生徒の口に

合うように牛窓・邑久・長船それぞれの学校給食

調理場の栄養士が工夫を凝らしたもの。

　市内で捕れた舌平目のミンチが入った瀬戸内ジ

ャージャー麺を食べた邑久小学校6年生の児童か

らは「辛くなくて食べやすく、おいしかった」と

感想が聞かれました。

   市の特産品を「いただきます」市の特産品を「いただきます」 市内の小中学校で給食試食会市内の小中学校で給食試食会

児童と交流しながら給食を楽しむ地域おこし協力隊の湯浅薫男氏 （手前右側）

竹筒を開いて粥の量を確認する田村宮司（写真中央）

会場には長蛇の列（左下）／  裳掛小学校児童も参加（右上）

まちの話題.indd   10-11 2012/02/29   14:45:19



　

ま
た
、
運
動
の
期
間
中
は
、
広

く
市
民
の
皆
さ
ん
の
防
火
意
識
を

高
め
る
た
め
、
山
火
事
注
意
看
板

の
設
置
や
高
齢
者
世
帯
へ
の
住
宅

防
火
診
断
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
消
防
本
部
予
防
課

 

被
害
の
未
然
防
止
を

 

振
り
込
め
詐
欺

　

全
国
的
に
、
振
り
込
め
詐
欺
の

被
害
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
振
り

込
め
詐
欺
の
手
口
に
は
、
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ごみ減量速報

地域 23年 11 月～ 24 年 1月 22 年 11 月～ 23 年 1月 達成度
牛窓 795 771 ×

邑久 843 823 ×

長船 670 629 ×

　

３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
、
全

国
一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

春
先
は
空
気
が
乾
燥
し
、
風
の

強
い
日
が
多
い
こ
と
か
ら
、
火
災

が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。

　

ま
た
、
寒
さ
が
残
り
、
ス
ト
ー

ブ
な
ど
火
を
使
用
す
る
機
会
も
多

く
あ
り
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
家
庭
内
で
防
火
・

防
災
意
識
を
持
ち
、
火
の
取
り
扱

い
に
は
十
分
注
意
す
る
よ
う
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
火
災
を
早
く
発
見
し

大
切
な
体
・
命
・
財
産
を
守
る
た

め
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し

ま
し
ょ
う
。

　

春
の
火
災
予
防
運
動
に
先
立

ち
、２
月
４
日
に
開
催
さ
れ
た「
牛

窓
冬
の
味
覚
ま
つ
り
」
で
は
、
牛

窓
ル
ン
ビ
ニ
保
育
園
幼
年
消
防
ク

ラ
ブ
が
防
火
鼓
隊
演
奏
を
行
い
、

防
火
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

※数値は、１人１日あたりのごみ排出量の３
　カ月平均値です。
※達成度は、減量率 5％以上を◎、０～ 5％　
     を○、減量できなかった場合を×で表して  
     います。

単位：グラム

　

年
間
の
ご
み
の
収
集
日
程
は
、

平
成
23
年
度
ま
で
は
、「
ご
み
収

集
日
程
表
」（
Ａ
２
サ
イ
ズ
）
を

配
布
し
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
24
年
度
は
、「
ご
み

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」（
Ａ
３
サ
イ

ズ
）
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

３
月
末
ま
で
に
、
自
治
会
の
環

境
衛
生
委
員
を
通
じ
て
、
各
家
庭

に
配
布
し
ま
す
。

３
月
末
ま
で
に
配
布
し
ま
す

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー

　

表
面
に
は
、
カ
レ
ン
ダ
ー
形
式

で
、
住
ん
で
い
る
地
区
の
ご
み
の

収
集
日
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
裏

面
に
は
、「
ご
み
の
分
け
方
・
出

し
方
」
と
し
て
、
分
別
方
法
や
資

源
ご
み
の
回
収
場
所
一
覧
な
ど
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

収
集
日
程
や
、
分
別
方
法
に
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
１
年
間
家
庭

で
保
管
し
、利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ご
み
の
分
別
に
つ
い

て
、
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
平
成

21
年
４
月
に
配
布
し
て
い
る
「
家

庭
ご
み
分
別
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
家
庭
ご
み
分

別
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
品

目
ご
と
の
分
別
に
つ
い
て
ま
と
め

た
冊
子
で
す
。

　

分
別
が
で
き
て
い
な
い
と
、
ご

み
処
理
に
必
要
以
上
の
経
費
が

掛
か
っ
た
り
、
回
収
さ
れ
な
い
場

合
、
い
つ
ま
で
も
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
残
り
続
け
、
臭
い
や
害
虫

が
発
生
し
た
り
、
景
観
を
損
な
っ

た
り
し
て
、
近
所
の
皆
さ
ん
に
も

迷
惑
と
な
り
ま
す
。

　

ご
み
の
分
別
を
徹
底
し
、
決
め

ら
れ
た
出
し
方
を
守
る
こ
と
で
、

リ
サ
イ
ク
ル
も
し
や
す
く
な
り
、

ご
み
減
量
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

市
民
一
人
一
人
が
分
別
意
識
を

持
っ
て
ご
み
を
出
す
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
生
活
環

境
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
環
境
課

　

・
買
い
取
り
名
目
の
詐
欺

　

外
国
通
貨
や
未
公
開
株
、
社
債

の
買
い
取
り
な
ど
の
名
目
で
、
突

然
自
宅
に
勧
誘
の
電
話
が
掛
か
っ

て
き
た
り
、
資
料
が
送
ら
れ
て
く

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
振
り
込

ん
だ
金
額
の
何
倍
も
の
利
益
が
得

ら
れ
る
」
な
ど
と
言
葉
巧
み
に
だ

ま
す
手
口
で
す
。

　

・
オ
レ
オ
レ
詐
欺

　

警
察
官
や
金
融
機
関
の
職
員
を

か
た
り
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

預
か
り
ま
す
」
な
ど
と
言
っ
て

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
や
通
帳
を
だ

ま
し
取
っ
た
り
、
家
族
を
か
た
っ

て
交
通
事
故
の
示
談
金
な
ど
の
名

目
で
お
金
を
だ
ま
し
取
る
手
口
で
す
。

　

・
架
空
請
求

　

一
方
的
に
架
空
の
支
払
い
請
求

を
し
て
、
お
金
を
だ
ま
し
取
る
手

口
で
す
。

【
被
害
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

犯
人
は
、
考
え
る
時
間
を
与
え

ず
、
す
ぐ
に
振
り
込
み
を
さ
せ
よ

う
と
し
ま
す
。
相
手
の
話
を
う
の

み
に
せ
ず
、
必
ず
家
族
や
友
人
、

警
察
な
ど
に
相
談
し
、
被
害
を
未

然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
瀬
戸
内
警
察
署

災害時における福祉避難所の協定を締結

は
じ
ま
り
ま
す

春
の
火
災
予
防
運
動

消消
防防
本
部部
かか
ら
のの
おお
知
らら
せせ

ごみの分け方・出し方（裏面）

カレンダー（表面）

　福祉避難所とは、地震や豪雨といった大きな災害が発
生したときに、介護の必要な高齢者や障害者、妊産婦な
ど、一般的な避難所では生活に支障をきたす人たちのた
めの特別な配慮がされた避難所のことです。
　これまでも、一部の施設については、高齢者を中心と
した介護の必要な人の受け入れ態勢をとってきました
が、障害のある人や妊産婦までを含めた災害時要援護者
の受け入れ態勢を整えるため、新たに協定を締結したも
のです。
【協定締結施設一覧】
　・特別養護老人ホーム　あじさいのおか牛窓（牛窓町長浜）
　・特別養護老人ホーム　せとうち（邑久町福中）
　・特別養護老人ホーム　長船荘（長船町服部）
　・介護老人保健施設　邑久ナーシングホーム（邑久町箕輪）
　また、1月31日に実施した瀬戸内市図上防災訓練で
は、あじさいのおか牛窓と協力し、災害時要援護者の受
け入れや避難誘導などの訓練を行いました。
■問い合わせ先
　地域安全推進室
　☎０８６９-２２ - ３９０４

　１月17日、市は、市内
にある特別養護老人ホーム
３施設・介護老人保健施設
１施設と「災害時における
福祉避難所の設置運営に関
する協定」調印式を行い、
協定を締結しました。 市役所で行った調印式

ごみ収集カレンダー（見本）

鼓隊演奏と踊りで防火を呼び掛ける園児たち

生
活
と
環
境

安
全
通
信

み
ん
な
の
広
場

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

　「ごみ」と聞くと、どういったもの
を想像しますか。多くの人が、家庭か
ら排出されるごみが黄色の指定袋に
入った状態を思い浮かべるのではない
でしょうか。
　市のごみ処理施設に持ち込まれ、処
理しているごみの大半は、家庭から排
出されるごみですが、店舗や事務所な
どの事業所から出る一般廃棄物も、市
で処理しています。
　一般的に「事業ごみ」と呼ばれるこ
れらの廃棄物は、市全体のごみ量の約
３割を占めています。そこで、市全体
のごみ量を減らすためには、事業所の
協力も必要不可欠です。

　今月の「ごみダイエット通信」（本
紙に折り込みの緑色のチラシ）では、
市役所や市内の小中学校で行っている
ざつ紙の資源化についての取り組みを
紹介します。
　事業所でも、ごみ減量に上手に取り
組むことで、ごみ処理費用が削減でき
るほか、環境に配慮した取り組みを
行っている店舗・事務所として、イメー
ジアップを図ることができます。
　市内で事業を行っ
ている人や、市内の
事業所に勤務してい
る人は、ご協力をお
願いします。



　

岡
山
県
の
愛
育
委
員
活
動
は
、

50
年
以
上
も
の
長
き
に
わ
た
っ
て

引
き
継
が
れ
て
き
た
活
動
で
す
。

　

乳
児
の
死
亡
率
が
高
か
っ
た
昭

和
20
〜
30
年
代
、
子
ど
も
た
ち
の

命
を
守
り
た
い
と
い
う
お
母
さ
ん

た
ち
の
願
い
か
ら
活
動
が
始
ま
り

ま
し
た
。

愛
育
委
員
会
と
は

　

愛
育
委
員
会
と
は
、
市
か
ら
母

子
保
健
を
中
心
と
し
た
健
康
づ
く

り
に
関
す
る
仕
事
を
任
さ
れ
た
組

織
の
こ
と
で
す
。

　

現
在
は
３
８
４
人
が
愛
育
委
員

と
し
て
、
育
児
支
援
や
高
齢
者
の

健
康
づ
く
り
に
関
す
る
取
り
組
み

な
ど
、
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

近
年
、
核
家
族
化
が
進
ん
だ
こ

と
や
、
地
域
で
の
ふ
れ
あ
い
や
交

流
の
機
会
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
身
近
に
相
談
相
手
が
お
ら

ず
、
子
育
て
に
悩
む
お
母
さ
ん
も

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
育
児
を
取
り
巻
く
環

境
の
変
化
を
受
け
、
ど
の
よ
う
な

支
援
を
行
う
べ
き
か
、
委
員
同
士

で
相
談
し
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

　

愛
育
委
員
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
生

ま
れ
た
家
庭
を
訪
問
し
、
健
や
か

な
成
長
を
願
っ
て
手
紙
と
一
つ
一

つ
手
作
り
し
た
人
形
を
渡
し
て
い

ま
す
。

　

乳
幼
児
健
診
や
育
児
相
談
な
ど

の
案
内
を
届
け
る
際
に
は
、
お
母

さ
ん
た
ち
に
、「
何
か
困
っ
た
こ

と
が
あ
れ
ば
気
軽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
ね
」
な
ど
と
声
掛
け
を

た
め
、
高
校
生
が
実
際
に
赤
ち
ゃ

ん
を
抱
い
た
り
、
お
母
さ
ん
た
ち

か
ら
育
児
の
体
験
談
を
聞
く
ふ
れ

あ
い
事
業
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

普
段
は
子
育
て
や
家
事
に
追
わ

れ
、
忙
し
い
お
母
さ
ん
た
ち
に

と
っ
て
も
、
息
抜
き
の
機
会
に

な
っ
て
い
ま
す
。

健
康
に
関
す
る
活
動

　

愛
育
委
員
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
健
康
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て

も
ら
う
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

この料理は、牛窓地区に住む
人から教わりました。「昔は
ひな祭りのときに子どもに食
べさせていました」とのこと。
これといった材料がないとき
にも作ることができる見た目
がきれいなおすしです。具は、
いろいろと組み合わせること
ができ、例えばサケやきんぴ
ら、煮しめ、残った煮物を小
さく刻んだものなどを混ぜて
も良いです。すし飯はあらか
じめまとめて握っておくと、
包むときに崩れにくいです。

山本登世さん（岡山県栄養士会瀬戸内ブロック）です

瀬戸内市近辺では４月３日に月遅れでひな祭りを行
うことが多く、昔は田畑のあぜによもぎ摘みに行き、
自宅でよもぎもちや菱もちを作っていました。また、
巻き寿司や赤飯、藻貝とわけぎの酢味噌和え、あさ
りの汁、いり豆、あられ、白酒などでにぎやかに客
をもてなしていたようです。初雛の家には近所の子
どもがあらし（およばれ）に行く習慣もありました。

◆材料（12個分）
●米（３カップ）
●昆布（10cm角１枚）
●いりごま（大さじ１）
●卵（３個）
●菜の花（120g）
Ａ
●酢（70ml）
●塩（小さじ２）
Ｂ
●砂糖（大さじ 1/2）
●塩（少々）
Ｃ
●練りからし（小さじ 1/2）
●砂糖（大さじ１）

●水（600ml）
●しらす干し（50g）
●三つ葉（１束）
●サラダ油（少々）

●砂糖（大さじ 2）

●酒（大さじ１）

●しょうゆ（小さじ 1/2）

行
っ
て
い
ま
す
。

　

乳
幼
児
健
診
の
会
場
で
は
、
お

母
さ
ん
が
普
段
気
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
ゆ
っ
く
り
相
談
で
き
る
よ

う
、
託
児
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

出
会
い
と
ふ
れ
あ
い
の
場
づ
く
り

　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
講
座
や
親

子
遊
び
を
通
じ
て
、
お
母
さ
ん
た

ち
に
、
赤
ち
ゃ
ん
へ
の
接
し
方
を

学
ん
で
も
ら
っ
た
り
、
母
親
同
士

の
仲
間
づ
く
り
の
機
会
と
な
る
よ

う
、
栄
養
委
員
と
合
同
で
ふ
れ
あ

い
交
流
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

若
い
世
代
に
、
命
や
子
育
て
の

大
切
さ
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
う

◆作り方
①洗った米に水と昆布を入れ炊飯器で炊く。
②三つ葉はゆでてみじん切りにする。
③炊き上がったご飯にＡを混ぜ合わせ、すし飯を作る。
④すし飯にしらす干し、いりごま、三つ葉を混ぜて
　小さいたわら形ににぎる。
⑤卵にＢを混ぜ、サラダ油を熱したフライパンで丸
　い薄焼き卵を６枚作る。
⑥薄焼き卵を半分に切り、真ん中に④をのせ、両側
　からたたむようにして三角形に包む。
⑦⑥の背中側に熱した金串を押しつけて貝の模様の
　ように焼き目をつけて器に盛る。
⑧菜の花は塩ゆでし、冷水にとって冷ました後、水
　気を軽くしぼりＣで和え、はまぐりずしに添える。

声はのどの奥にある声帯の振動によ
り出ます。声帯は長さ２㌢程度で、
わずか２本で全ての声を出す精密な
器官です。声は声帯の少しの変化に
も影響を受けます。乾燥や痰がから
んだり、声帯にポリープや癌ができ
るとかれます。
無理な発声、喫煙、飲酒は、声帯に
影響を与えます。声を使う職業の人
（保育士、スポーツインストラクターなど）はポリー
プができやすく、また、喫煙者の癌発生率は非喫煙者
の 20 ～ 30 倍と言われています。
２週間以上声がれが続くときには耳鼻咽喉科の受診を
お勧めします。（耳鼻咽喉科医　野山和廉）
■問い合わせ先　瀬戸内市民病院

声がれについて

～ ～ ～ ～ ～ ～ 

手紙と手作りの人形

　

地
域
で
は
、各
家
庭
を
訪
問
し
、

が
ん
検
診
受
診
券
を
配
布
し
て
受

診
を
呼
び
掛
け
た
り
、
健
康
づ
く

り
通
信
の
回
覧
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
内
の
商
業
施
設

な
ど
で
、
生
活
習
慣
病
予
防
や
検

診
受
診
を
勧
め
る
チ
ラ
シ
な
ど
を

配
布
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
11
月
に
開
催
し
た
瀬

戸
内
市
健
康
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
心

の
癒
や
し
を
テ
ー
マ
に
、
参
加
者

に
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を

体
験
し
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
ま
し
た
。
ま
た
、
が
ん
や
結
核

の
予
防
、
禁
煙
に
関
す
る
展
示
も

行
い
ま
し
た
。

交
流
と
学
び

　

本
市
に
は
、せ
と
う
ち
旭
川
荘
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ほ
ほ
え
み
の
家
、
地

域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
マ
イ
ル

な
ど
の
障
害
者
福
祉
施
設
が
あ
り

ま
す
。

　

愛
育
委
員
は
、
こ
れ
ら
の
施
設

を
訪
れ
、
見
学
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力
を

行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
絆
づ
く
り

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
な
ど

で
、
地
域
で
の
人
の
つ
な
が
り
の

重
要
性
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

愛
育
委
員
は
、
戸
別
訪
問
や
声

掛
け
を
通
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
健
康
に
注
意
を
払
い
、
見
守
る

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
絆
を
深
め
る
た
め
に

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
も
不

可
欠
で
す
。
健
や
か
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
、
愛
育
委

員
と
一
緒
に
、
ま
ず
は
、「
こ
ん

に
ち
は
」「
あ
り
が
と
う
」
な
ど

の
声
掛
け
か
ら
取
り
組
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

　

愛
育
委
員
の
活
動
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
づ
く
り
推
進
課

高校生と交流するふれあい事業

健康フェスタのフラワーアレンジメントコーナー

生
活
と
環
境

安
全
通
信

み
ん
な
の
広
場

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ



武
家
に
よ
る
政
権

を
樹
立
し
た
人
物

で
す
が
、
父
の
忠

盛
は
平
安
時
代
末

期
、
白
河
上
皇
な

ど
に
仕
え
た
武
士

で
、
武
力
と
財
力

巻
の
八
十
六

　

虫
明
は
古
く
か
ら
名
勝
地
と
し

て
知
ら
れ
て
お
り
、
多
く
の
歌
人

が
虫
明
を
題
材
に
し
て
歌
を
詠
ん

で
い
ま
す
。

　

こ
の
歌
は
、
虫
明
の
「
瀬
戸
の

曙
」
を
見
て
、
あ
ま
り
の
美
し

さ
に
都
の
こ
と
も
忘
れ
て
し
ま
っ

た
、
と
い
う
心
情
を
詠
ん
だ
歌
で

す
。
作
者
は
平
忠
盛
。
今
年
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
平
清
盛
」
で

も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

清
盛
の
父
親
で
す
。

　

平
清
盛
は
、
日
本
史
上
初
め
て

を
蓄
え
て
勢
力
を
伸
ば
し
、
平
氏

政
権
の
礎
を
築
き
ま
し
た
。

平
忠
盛
と
虫
明

　

こ
の
歌
は
、
鎌
倉
時
代
末
期
に

編
集
さ
れ
た『
玉ぎ

ょ
く
よ
う
わ
か
し
ゅ
う

葉
和
歌
集
』（
巻

八
・
旅
歌
）
と
い
う
歌
集
に
収
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

題
詞
（
和
歌
の
主
題
や
成
立
事

情
な
ど
を
説
明
す
る
前
書
き
）
に

「
備び
ぜ
ん
の
か
み

前
守
と
し
て
都
か
ら
下
っ
て

き
た
と
き
に
、
虫
明
の
古
い
寺
の

柱
に
書
き
付
け
た
」
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

平
安
時
代
末
期
、
虫
明
に
存
在

し
た「
古
い
寺
」と
は
ど
こ
で
し
ょ

う
か
。
黒
井
山
等
覚
寺
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
は
っ
き
り
し
た
こ

と
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
歌
の
最
後
「
わ
す
ら
れ

に
け
る
」
の
部
分
は
、
従
来
は
、

「
わ
す
ら
れ
に
け
り
」
と
し
て
紹

介
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で

す
が
、『
玉
葉
和
歌
集
』
に
は
「
け

る
」
と
あ
り
、
こ
ち
ら
が
正
し
い

よ
う
で
す
。

　

忠
盛
は
、
備
前
国
の
長
官
で
あ

る
備
前
守
に
任
命
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
瀬
戸
内
海
の
海
賊
を
捕
え
る

よ
う
命
じ
ら
れ
た
忠
盛
は
、
強
大

な
軍
事
力
を
発
揮
し
て
瀬
戸
内
海

の
武
士
団
を
支
配
下
に
収
め
、
従

わ
な
い
者
は
海
賊
と
し
て
捕
え
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

京
都
に
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た

忠
盛
で
す
が
、
と
き
に
備
前
国
に

も
来
て
軍
事
指
揮
に
あ
た
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
と

き
に
虫
明
に
立
ち
寄
っ
た
の
か
も

今月の月末図書整理日 （お休み） は、

　　3月 30 日（金）です。

■貸し出し ・ 問い合わせ先

　瀬戸内市立図書館　☎０８６９ - ２２ - ３７６１

　長船町公民館図書室　☎０８６９ - ２６ - ２５０１

　牛窓町公民館図書室　☎０８６９ - ３４ - ５６６３

　ＨＰ　http://lib.city.setouchi.lg.jp/index.htm

BooKs

地
へ
と
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
市
民
活
動

団
体
が
中
心
と
な
っ
た
映
画
上
映

実
行
委
員
会
が
発
足
し
、
上
映
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

お
菓
子
が
紡
ぐ
心
温
ま
る
希
望

の
物
語
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

３
月
18
日
（
日
）
午
後

　

２
〜
４
時

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
料
金

　

前
売
券   

一
般 

１
、０
０
０
円

          

小
中
高
生    

８
０
０
円

　

当
日
券   

一
般 

１
、５
０
０
円

          

小
中
高
生    

８
０
０
円

※
入
場
券
１
枚
に
つ
き
30
円
を
東 

　

日
本
大
震
災
の
震
災
孤
児
支
援

　

と
し
て
寄
付
し
ま
す
。

▽
前
売
券
の
販
売
場
所

　

中
央
公
民
館
（
邑
久
）・
長
船

町
公
民
館
・
牛
窓
町
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ
先

　

　
中
央
公
民
館

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
、
家
族
や
医
師
た
ち
の
愛
情
に
包
ま
れ

な
が
ら
退
院
を
待
つ
小
さ
く
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
た

ち
。
そ
の
表
情
豊
か
な
写
真
を
見
る
と「
い
の
ち
」「
希

望
」「
未
来
」
と
い
う
言
葉
が
胸
に
浮
か
ぶ
。

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
ち
い
さ
な
い
の
ち

　
新
生
児
集
中
治
療
室
か
ら
の
フ
ォ
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
ネ
オ
ネ
イ
タ
ル
ケ
ア
編
集
室
…
編
集

　
宮
崎
雅
子
…
写
真
　
　
メ
デ
ィ
カ
出
版

トントントンをまちましょう
　あまんきみこ…作　鎌田暢子…絵
　ひさかたチャイルド
お母さんが、大きなお鍋にいっぱいつくった甘酒。
甘くあったかいにおいに誘われて、トントントン
と玄関の扉をたたいてやってきたのは…。寒い夜
にぴったりの絵本です。

　

岡
山
県
立
邑
久
高
等
学
校
と
中

央
公
民
館
の
連
携
事
業
で
あ
る
こ

う
こ
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
環
と

し
て
、
地
域
住
民
が
生
徒
と
一
緒

に
授
業
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

学
校
開
放
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

　

開
放
す
る
講
座
は
、
３
年
生
の

選
択
授
業
で
行
っ
て
い
る
３
講
座

で
、
一
般
の
人
に
も
気
軽
に
楽
し

め
る
内
容
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
高
校
生
と
机
を
並
べ

て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽
開
放
講
座

　

美
術
（
絵
画
）、数
学
（
基
礎
）、

音
楽
（
器
楽
）

▽
期
間　

４
〜
12
月

▽
時
間　

45
分
授
業
を
週
２
回

　
（
音
楽
は
週
１
回
）

▽
募
集
人
数　

各
講
座
５
人
（
希

　

望
者
多
数
の
場
合
は
、
選
考
ま

　

た
は
抽
選
に
よ
り
決
定
）

▽
対
象　

瀬
戸
内
市
在
住
の
人

▽
受
講
料　

無
料
（
教
材
費
な
ど

　

は
、
実
費
徴
収
）

▽
申
込
方
法

　

受
講
を
希
望
す
る
人
は
、
３
月

16
日
（
金
）
ま
で
に
仮
申
し
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

４
月
に
入
り
、
授
業
日
程
な
ど

の
詳
細
が
決
ま
り
次
第
連
絡
し
ま

す
。
受
講
が
可
能
な
場
合
は
、
そ

の
後
、
正
式
な
申
し
込
み
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

　
中
央
公
民
館

　

宮
城
県
石
巻
市
を
主
な
ロ
ケ
地

と
し
て
東
北
各
地
で
撮
影
を
行

い
、
製
作
さ
れ
た
映
画
「
お
菓
子

放
浪
記
」。

　

平
成
23
年
３
月
10
日
の
完
成
披

露
試
写
会
の
翌
日
、
東
日
本
大
震

災
が
起
こ
り
、
ロ
ケ
地
で
の
上
映

は
困
難
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
窮
状
を
知
っ
た
人
た
ち
か

ら
「
人
の
心
の
温
か
さ
に
あ
ふ
れ

た
こ
の
映
画
を
、
私
た
ち
の
ま
ち

で
上
映
し
よ
う
」「
子
ど
も
に
伝

え
、
未
来
に
残
し
た
い
」
と
い
う

声
が
上
が
り
、
そ
の
声
は
全
国
各

 

邑
久
高
校
開
放
講
座

し
れ
ま
せ
ん
。

朝
日
が
美
し
い
名
勝
地

　
「
瀬
戸
の
曙
」
は
、
二
百
十
日

（
立
春
か
ら
数
え
て
２
１
０
日
目
。

９
月
１
日
ご
ろ
）
前
後
に
虫
明
港

か
ら
見
る
朝
日
が
島
と
島
の
間

（
迫せ

と門
・
瀬
戸
）
か
ら
昇
っ
て
く

る
た
め
こ
う
呼
ば
れ
、
虫
明
を
代

表
す
る
美
し
い
風
景
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
は

「
虫
明
八
景
」
の
ひ
と
つ
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
平
成
18
年
に
は
、
日
本
列

島
夕
陽
と
朝
日
の
郷さ

と
づ
く
り
協
会

が
選
ぶ
「
日
本
の
朝
日
百
選
」
に

も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

美術（絵画）講座

 「
お
菓
子
放
浪
記
」
を
上
映

む
し
あ
け
の
瀬
戸
の
明
け
ぼ
の
み
る
折
ぞ

都
の
こ
と
も
わ
す
ら
れ
に
け
る

虫明港からの眺め

百選の認定を受けた３つの鑑賞ポイント

生
活
と
環
境

安
全
通
信

み
ん
な
の
広
場

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ



▽
定
員　

２
０
０
人
（
先
着
順
）

※
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▽
参
加
費　

無
料
（
美
術
館
に
入

　

館
す
る
場
合
は
観
覧
料
が
必
要

　

で
す
。）

　

・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

当
館
学
芸
員
が
作
品
解
説
を
行

い
ま
す
。

▽
日
時　

３
月
18
日
（
日
）、
25

　
日
（
日
）、
４
月
８
日
（
日
）

　

い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜

▽
参
加
費　
無
料（
観
覧
料
は
必
要
）

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

 
備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
テ
ー
マ
展

 
ハ
バ
キ
か
ら
日
本
刀
を
見
る

　

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
で
は
、

テ
ー
マ
展
「
白し

ろ
が
ね銀
の
世
界
〜
ハ
バ

キ
か
ら
日
本
刀
を
見
る
〜
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

鎺は
ば
き

と
は
、
刀
身
の
上
端
（
茎な

か
ご

）

に
は
め
、
刀
身
を
鞘
の
中
で
固
定

す
る
た
め
の
金
具
で
す
。
刀
身
だ

け
で
な
く
、
鎺
、
鞘
、
柄
巻
な
ど

を
別
々
の
職
方
が
製
作
し
、
組
み

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
作
品
を
展
示

し
ま
す
。
小
さ
な
画
面
か
ら
生
ま

れ
た
微
か
な
「
い
の
ち
」
の
輝
き

を
ど
う
ぞ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

▽
期
間　
【
前
期
】２
月
29
日（
水
）

　

〜
３
月
18
日
（
日
）、【
後
期
】

　
３
月
20
日（
火
）〜
４
月
10
日（
火
）

※
休
館
日
は
、
４
月
９
日
を
除
く

　

毎
週
月
曜
日
で
す
。

▽
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

　
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分

　

ま
で
）

▽
観
覧
料　

一
般
７
０
０
円
、
団

　

体
（
20
人
以
上
）
お
よ
び
65
歳

　

以
上
６
０
０
円
、
中
学
生
以
下

　

無
料

【
関
連
行
事
】

　

・
記
念
講
演
会

▽
日
時　

３
月
11
日
（
日
）
午
後

　

２
時
〜

▽
場
所　

牛
窓
町
公
民
館

▽
講
師　

熊
谷
榧か

や

氏
（
熊
谷
守
一

　

美
術
館
館
長
）

　

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館

　

☎
０
８
６
９-

６
６-

７
７
６
７ 

 

市
民
大
学
講
座
で
学
び
ま
せ
ん
か

 

せ
と
う
ち
村
塾

　

せ
と
う
ち
村
塾
の
市
民
大
学
講

座
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　

岡
山
商
科
大
学
経
営
学
部
教
授

の
岸
田
芳
朗
氏
を
講
師
に
招
き
、

「
食
と
農
に
よ
る
地
域
振
興
」
と

題
し
て
、
日
本
に
お
け
る
食
の
乱

れ
や
、
地
域
農
業
が
衰
退
し
て
い

る
現
状
に
つ
い
て
講
義
を
行
い
ま

す
。
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

▽
日
時　

３
月
11
日
（
日
）　

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
参
加
費　
５
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　

せ
と
う
ち
村
塾　

今
吉
さ
ん

　

☎
０
８
０-

３
８
８
８-

８
５
０
２

 

養
成
講
座
を
開
講

 

陶
芸
会
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

　

寒
風
陶
芸
会
館
の
北
側
に
は
、

お
よ
そ
１
３
０
０
年
前
の
須
恵
器

の
窯
跡
「
寒
風
古
窯
跡
群
（
国
指

定
の
史
跡
）」
が
残
っ
て
い
ま
す
。

くらしの情報

　

懇
談
会
で
は
、
茶
碗
に
関
す
る

皆
さ
ん
の
疑
問
な
ど
に
対
し
て
、

わ
か
り
や
す
く
解
説
を
行
い
ま

す
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

３
月
31
日
（
土
）
午
後

　

１
〜
３
時

▽
場
所　

寒
風
陶
芸
会
館
（
牛
窓

　

町
長
浜
５
０
９
２
番
地
）

▽
募
集
人
数　

30
人
（
先
着
順
）

▽
募
集
期
限　

３
月
25
日
（
日
）

▽
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

　

Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

寒
風
陶
芸
会
館

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
８
０

 

専
門
家
に
相
談
を

 

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー

　
　

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
は
、
筋

肉
が
萎
縮
し
、
そ
の
機
能
を
失
っ

て
い
く
進
行
性
の
病
気
で
す
。
医

療
の
発
達
し
た
現
代
に
お
い
て

も
、
根
本
的
な
治
療
方
法
は
見
つ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

国
立
病
院
機
構
南
岡
山
医
療
セ

ン
タ
ー
と
日
本
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ

ー
協
会
岡
山
県
支
部
で
は
、
筋
ジ

ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
患
者
や
そ
の
疑
い

の
あ
る
人
、
家
族
な
ど
を
対
象
と

し
て
、
次
の
と
お
り
療
育
相
談
検

診
を
実
施
し
ま
す
。

　

病
気
や
症
状
に
つ
い
て
、
専
門

家
に
無
料
で
相
談
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。事
前
に
申
し
込
み
の
上
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

３
月
10
日
（
土
）
午
前

　

10
時
〜
午
後
２
時
（
受
付
は
午

　

前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時
）

▽
場
所　

国
立
病
院
機
構
南
岡
山

　

医
療
セ
ン
タ
ー
研
修
棟
王
山
荘

　
（
都
窪
郡
早
島
町
早
島
４
０
６
６
）

▽
持
参
す
る
も
の　

身
体
障
害
者

　

手
帳
、
健
康
保
険
証
な
ど

▽
内
容　

医
療
相
談
、
理
学
療
法

　

相
談
、
言
語
聴
覚
療
法
指
導
、

　

作
業
療
法
相
談
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
（
社
）
日
本
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
協
会

　

岡
山
県
支
部　

　

☎
０
８
６-

２
７
５-

３
４
５
２

 

ご
来
場
く
だ
さ
い

 

福
祉
☆
ま
つ
り

　　

瀬
戸
内
市
社
会
福
祉
協
議
会
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
の
主
催
で
、「
福
祉
☆
ま
つ

り
」
を
開
催
し
ま
す
。

合
わ
せ
た
も
の
が
一
振
り
の
日
本

刀
と
な
り
ま
す
。

　

本
展
覧
会
で
は
、
特
徴
的
な
鎺

を
は
め
た
日
本
刀
38
口
の
展
示

と
、
白し

ろ
が
ね
し

銀
師
が
鎺
を
製
作
す
る
過

程
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

▽
期
間　

２
月
29
日
（
水
）
〜
４

　

月
22
日
（
日
）

※
休
館
日
は
、
毎
週
月
曜
日
、
祝

　

日
の
翌
日
で
す
。

▽
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

　
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分

　

ま
で
）

▽
入
館
料　
大
人
５
０
０（
４
０
０
）

　

円
、高･

大
学
生
３
０
０（
２
５
０
）

　

円
、
中
学
生
以
下
無
料

※
（　

）
は
20
人
以
上
の
団
体
料

　

金
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

 

瀬
戸
内
市
立
美
術
館
特
別
展

 

熊
谷
守
一
展

　

熊
谷
守
一
は
、
異
彩
を
放
つ
独

自
の
画
風
で
美
術
史
に
輝
か
し
い

足
跡
を
残
し
ま
し
た
。
超
俗
的
な

生
き
方
や
そ
の
画
風
は
、
今
も
多

く
の
人
の
心
を
と
ら
え
て
離
し
ま

せ
ん
。

　

本
展
覧
会
で
は
、
熊
谷
守
一

の
初
期
か
ら
晩
年
ま
で
の
代
表
作

に
加
え
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
紹
介

須
恵
器
は
、
備
前
焼
の
起
源
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

寒
風
古
窯
跡
群
に
つ
い
て
、
よ

り
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
寒
風
陶
芸
会
館
で
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
ガ
イ
ド
養
成
講
座
を
開

講
し
ま
す
。

　

焼
き
物
や
考
古
学
、
古
代
史
な

ど
に
興
味
の
あ
る
人
な
ど
、
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

３
回
の
基
本
講
座
を
終
了
後
、

有
志
の
人
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

を
し
て
も
ら
い
、
寒
風
古
窯
跡
群

の
案
内
や
、寒
風
陶
芸
会
館
の「
須

恵
器
」
の
展
示
説
明
な
ど
の
活
動

を
行
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

▽
日
時　

４
月
14
日
（
土
）、
５

　

月
12
日（
土
）、６
月
９
日（
土
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

▽
講
座
内
容　

　
「
須
恵
器
に
つ
い
て
」

　
「
邑
久
古
窯
跡
群
に
つ
い
て
」

　
「
寒
風
古
窯
跡
群
に
つ
い
て
」

▽
場
所　

寒
風
陶
芸
会
館
（
牛
窓

　

町
長
浜
５
０
９
２
番
地
）

▽
募
集
人
数　

20
人

▽
参
加
費　

無
料

▽
募
集
期
限　

３
月
20
日
（
火
）

▽
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

　

Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

熊谷守一 「猫」 昭和 40 年 愛知県美術館（木村定三コレクション）

　

当
日
は
、
福
祉
や
環
境
に
つ
い

て
取
り
上
げ
た
コ
ー
ナ
ー
や
、
屋

台
、
バ
ザ
ー
な
ど
た
く
さ
ん
の
催

し
物
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
赤
い
羽
根
共

同
募
金
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
愛
ち
ゃ
ん
と
希
望
く
ん
が

登
場
す
る
ほ
か
、
う
ら
じ
ゃ
踊
り

な
ど
で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

　

多
く
の
人
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　

３
月
11
日
（
日
）
午
前

　

10
時
〜
午
後
２
時

▽
場
所　

邑
久
町
総
合
福
祉
セ
ン

　

タ
ー
西
側
駐
車
場
（
邑
久
町
山

　

田
庄
８
６
２-

１
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
９
４
０

大人気の餅投げ

安倍安人「茶碗」

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

寒
風
陶
芸
会
館

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
８
０

　
　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
も
同
じ
）

 

寒
風
や
き
も
の
講
座

 

安
倍
安
人
さ
ん
と
語
ろ
う

　

寒
風
陶
芸
会
館
で
は
、
備
前
焼

作
家
の
安
倍
安あ

ん
じ
ん人
氏
を
囲
み
、「
茶

碗
の
造
形
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
懇

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

安
倍
氏
は
、
彩
色
の
施
さ
れ
た

強
烈
な
個
性
の
茶
道
具
や
酒
器
を

生
み
出
す
備
前
焼
作
家
と
し
て
知

ら
れ
る
一
方
で
、
造
形
に
つ
い
て

独
自
の
考
え
を
持
っ
て
い
る
理
論

家
と
し
て
も
有
名
で
、
国
際
的
に

も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

日本刀の根元部分の構造

生
活
と
環
境

安
全
通
信

み
ん
な
の
広
場

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

棟区（むねまち）

区金（まちがね）

鎺

刃区（はまち）

茎（中心 なかご）

（はばき）



健診名 月日 対象
乳児健診

（4・5カ月児） 3 月 13 日（火） 平成23年 10月生

乳児健診
（9・10 カ月児） 3 月 21 日（水） 平成23年    6 月生

1 歳６カ月児健診 3 月 14 日（水） 平成22 年    8 月生
2 歳児健診 3 月    8 日（木） 平成21年 11月生

3 歳児健診 3 月  28 日（水） 平成20年 9月生

子どもの健診

人の動き《平成 24年 2月 1日現在》
人口 ３９，１９９人 （－３３）
男 １８，７１６人  （－１８）
女 ２０，４８３人 （－１５）
世帯 　１４，７５２世帯 （＋１７）

■問い合わせ先　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ -５９６２

▽場　　所　ゆめトピア長船　

▽受付時間　午後 1時 15 ～ 45 分

      　　2012　March
3 くらしの情報

①行政相談（主に行政全般に関する相談）
　【相談員：行政相談委員】
　■問い合わせ先
　　総務課　☎０８６９-２２ - １１１２
②心配ごと相談（内容はどんな相談でもOK）
　【相談員：心配ごと相談員、弁護士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先　瀬戸内市社会福祉協議会
　　本　　所　☎０８６９-２２ - ２９４０
　　長船支所　☎０８６９-２６ - ３１００
　　牛窓支所　☎０８６９-３４ - ６９２４
③なやみごと相談（主に人権や身近な悩みごとに関する相談）
　【相談員：人権擁護委員】
　■問い合わせ先
　　人権啓発室　☎０８６９-２２ - ３９２２
④住宅増改築相談（住宅に関する相談）
　【相談員：住宅相談員】
　■問い合わせ先
　　建設課　☎０８６９-２２ - ２６４９
⑤育児相談・すこやか歯の教室（乳幼児に関する相談）
　■問い合わせ先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑥離乳食講習会（離乳食の作り方・試食会）  
　【対象：生後４カ月以上の乳幼児と保護者（予約不要・無料）】
　■問い合わせ先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑦こころの健康相談（心の健康に関する相談）
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑧精神保健福祉相談（精神保健福祉に関する相談）
　【相談員：精神科専門医（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　備前保健所　☎０８６-２７２ - ３９３４
⑨乳幼児こころの健康相談
　【相談員：専門相談員（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑩身体・知的障害専門相談
　【相談員：専門相談員（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００
⑪思春期こころの健康相談
　【相談員：思春期保健相談士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００
⑫わーく相談会（障害者の生活や仕事に関する相談）
　【相談員：岡山障害者就業・生活支援センター相談員】
　■問い合わせ・連絡先
　　福祉課　☎０８６９-２６ - ５９４３
※①～⑫の相談日は、左ページのカレンダーをご覧ください。
○消費生活相談（架空請求・訪問販売などに関する相談）
　【相談員：消費生活相談員、生活環境課職員（予約不要・
　市役所開庁日に相談受付）】
　■問い合わせ先
　　生活環境課　☎０８６９-２２ - １８９９
○発達障害専門相談
　【相談員：臨床心理士（要予約・相談日はお問い合わせください）】
　■問い合わせ・予約先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００

各種相談
2/26 2/27 2/28 2/29 1   

⑫わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船

2 3
⑪思春期こころの健康相談
　10：00 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル
体協　瀬戸内市民ゴルフ
弥生大会　9：00 ～
　長船カントリークラブ

4
体協　歩こう会　
　吉備路コース
　8：29 邑久駅発赤穂線

5  6
⑩身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

7
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター

8 9  10
⑪思春期こころの健康相談
　10：00 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

11 12 13
⑦こころの健康相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船
⑩身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

14
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　ゆめトピア長船

15 16
⑨乳幼児こころの健康相談
　14：00 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

17
⑪思春期こころの健康相談
　10：00 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

18 19 20  春分の日 21 
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター
④住宅増改築相談
　9：00 ～ 15：00
　瀬戸内市役所

22  
⑫わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船

23
⑥離乳食講習会
　10：00 ～ 11：30
　ゆめトピア長船
⑧精神保健福祉相談
　13：30 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

24

25 26 27
⑤育児相談・すこやか歯の教室
　9：30 ～ 11：00
　ゆめトピア長船
⑦こころの健康相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船
⑩身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

28
①③行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　牛窓町公民館
※子ども人権相談も実施
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　牛窓町公民館

29
①③行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　瀬戸内市役所
※子ども人権相談も実施

30
①③行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　ゆめトピア長船
※子ども人権相談も実施

31

3 月納期の市税・保険料はありません
納付には口座振替が便利です。
ぜひご利用ください。
あなたの税が元気なまち瀬戸内市の礎です。

 　体協の行事についてのお問い合わせは下記へお願いします。
■問い合わせ先　瀬戸内市体育協会　☎０８６９-２２ -２２１１　ＨＰ　http://setouchi-taikyo.or.jp/

生
活
と
環
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み
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生活習慣病教室

　市民病院では、毎月１回、生活習慣病教室を開催しています。
　興味のある人は、ぜひご参加ください。

▽日時　３月 21 日（水）　午前 11 時～

▽場所　瀬戸内市民病院

▽テーマ　「動脈硬化は自分で気付けない」

▽講師　岡﨑和徳氏（瀬戸内市民病院　内科医）

▽定員　30 人（テーマに沿った食事付きは 24 人）

▽参加費　食事付き 500 円（食事なし 100 円）
■問い合わせ・予約先
　瀬戸内市民病院　☎０８６９-２２ - １２３４

おかやま若者サポートステーション

　おかやま若者サポートステーションでは、いわゆるニートの
人が就職し、自立した生活ができるよう支援しています。
　心理カウンセラーやキャリア・コンサルタントによる相談や、
サポートステーションへ来ることができない若者に対する訪問
相談の実施、ボランティア活動、農作業、スポーツ、宿泊など
さまざまな体験ができるプログラムなどがあります。
　本人、保護者、支援者など、どなたでも利用できますので、
ぜひご相談ください。
■問い合わせ先
　おかやま若者サポートステーション
　岡山市北区本町６-３０　第一セントラルビル２号館５階
　月曜日～土曜日　午前 10時～午後６時
　（日曜日・祝日・年末年始を除く）
　☎０８６-２２４ - ３０３８

骨骨健康貯筋クラス

　瀬戸内市体育協会では、骨骨健康貯筋クラスを開催していま
す。皆さんも楽しく体を動かしませんか。

【平成 23年度３月クラス】

▽日時および内容　３月８日（木）、22 日（木）
　午前９時 30 分～午前 11 時
※８日は、バランスボールを使った運動、22 日は、体力測定と
　閉講式を行います。

▽場所　邑久Ｂ＆Ｇ海
　洋センター

▽参加費　１回 300 円

【平成 24年度クラス】
　また、平成 24 年度
も、月２回、水曜日に
骨骨健康貯筋クラスを
開講します。年齢や体
力などにかかわらず、
どなたでも気軽に参加できる内容です。詳しい日程などについ
てはお問い合わせください。

▽時間　毎回午前９時 30 分～午前 11 時

▽場所　邑久Ｂ＆Ｇ海洋センター

▽内容　柔らかいゴムやバランスボールを使った運動など。
    ７・８月は、プールで行うアクアビクスです。

▽参加費　１回 300 円または年会費 3,000 円
※プールを使用する場合には、参加費とは別に 200 円が必要
　です。ただし、年会費にはプール使用料も含まれています。
※年間会員は、申し込みのときに年会費をお支払いください。

▽受付期間　３月１日（木）～（随時募集）
■問い合わせ先
　瀬戸内市体育協会　☎０８６９- ２２ - ２２１１

バランスボールを使った運動



投稿をお待ちしています

①１歳のお子さんの写真
　氏名、生年月日、家族（氏名、
続柄：２人まで）からのひとこと
を記入
②短歌・俳句・詩
③イベント案内の告知や募集案内
④イラスト・絵手紙
⑤瀬戸内市の風景などの写真
　写真の題名、撮影場所、撮影日
時、コメントなどを記入
★応募方法　
　住所・氏名・電話番号を明記し、
はがき・ＦＡＸ・電子メールなど
で政策調整課へ送付してください。
　匿名・ペンネームを希望する場
合は、その旨もお書きください。
★留意点
　原則として、投稿していただい
た原稿や作品は返却していません。
　掲載の都合上、すべての作品を
掲載できない場合もありますの
で、あらかじめご了承ください。
■問い合わせ・応募先
　〒７０１-４２９２
　瀬戸内市邑久町尾張３００-１
　瀬戸内市役所　政策調整課
　☎０８６９- ２２ - １１１３
　FAX ０８６９ - ２２ - ３３０４
　mail:hiroba@city.setouchi.lg.jp
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わが家の宝１歳です！

投稿をお待ち
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　〒７０１-４２
　瀬戸内市邑久町
　瀬戸内市役所　
　☎０８６９- ２

FAX ０８６９ - ２
mail:hiroba@city
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春を呼ぶ歌声コンサート
みんなで歌おう！
　ウィズせとうち（さざなみ）では、市民の皆さんが集まって、楽
しく交流することを目的として、歌声コンサートを開催します。
　当日は、誰もが知っているような童謡や歌謡曲を会場に集まった
人がみんなで歌う内容です。
　歌声とともに春を感じてみませんか。

▽日時　３月 11 日（日）　午後１時 30 分～午後３時 30 分
　 ▽場所　ゆめトピア長船

▽出演団体　コールダンデリオンほか

▽参加費　無料
■問い合わせ先
　ウィズせとうち　小林さん
　☎０９０-３７４９ - ７２３６

後３時 30 分

瀬戸内写真館

題名　軽トラックいっぱい
のカキ
撮影場所　邑久町虫明
撮影日時
平成 24 年 1 月 29 日（日）
午前９時 14 分
撮影者　匿名希望さん

日下日下惟惟
ゆ う きゆ う き

希希ちゃんちゃん
お住まいお住まい　邑久町　邑久町北島
ひとこと ひとこと お兄ちゃんとお兄ちゃんと
弟の間で、元気に優しく弟の間で、元気に優しく
たくましく育ってね！たくましく育ってね！

（父 普海彦さん・母 純子さん）ん）ん）

田中田中春春
は る きは る き

希希ちゃんちゃん
お住まいお住まい　邑久町　邑久町尾張
ひとことひとこと
はるくん１歳おめでとう！！はるくん１歳おめでとう！！
毎日いっぱい笑って楽しいね。毎日いっぱい笑って楽しいね。
これからも元気いっぱいにこれからも元気いっぱいに
大きくなっていってね。大きくなっていってね。

（父 祐太郎さん・母 知子さん）（父 祐太郎さん・母 知子さん）

Yuuki
平成 22 年６月 21 日生まれ

Yuuto
 平成 22年 12月 14日生まれ

南南友友
ゆ う とゆ う と

翔翔ちゃんちゃん
お住まいお住まい　邑久町　邑久町福谷
ひとこと　ひとこと　時にワガママオ…。時にワガママオ…。
でも、毎日楽しいね┃でも、毎日楽しいね┃
ゆうくんらしく翔け！！ゆうくんらしく翔け！！

（父 大介さん・母 優記さん）（父 大介さん・母 優記さん）

Haruki
 平成 22年 12月 28日生まれ

市民ギャラリー
▼山本敏子さん

▽日時　４月７日（土）
　午前 9 時 45 分～午後３時 15 分
※小雨決行です。

▽集合時間　午前 9時 30 分

▽集合場所　瀬戸内きらり館

▽申込期限　３月 31 日（土）

▽参加費　1,000 円（昼食代、フェリー代、
　保険代）

▽持ってくるもの　飲み物、タオル
■問い合わせ・申込先
　瀬戸内きらり館
　☎０８６９-３４- ５２５０

前島展望台から望む島並み

前島ウォーク「潮風ハイク」
春の瀬戸内市を歩きませんか
　瀬戸内きらり館では、前島ウォーク「潮風ハイク」の参加者を募
集します。前島の潮風に吹かれ、桜の咲く道をのんびりウォーキン
グしてみませんか。大坂城築城の残石群の見学もあります。
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